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１

「
目
標
ま
で
一
〇
〇
浬カ

イ
リ。
低
空
飛
行
に
切
り
替
え
ろ
」

　

陸
上
爆
撃
機
「
銀ぎ

ん

河が

」
の
偵
察
員
席
に
座
る
吉よ

し

沢ざ
わ

修し
ゅ
う

一い
ち

大
尉
は
、
操
縦
員
席
の
中な

か

井い

五ご

郎ろ
う

上
等
飛
行
兵
曹
に
指
示
を

送
っ
た
。

　

銀
河
は
、
昨
年
―
昭
和
一
八
年
八
月
よ
り
実
戦
配
備
が

始
ま
っ
た
、
新
型
の
双
発
中
型
爆
撃
機
だ
。

　

同
じ
双
発
の
爆
撃
機
で
も
、
一
式
陸
上
攻
撃
機
は
最
低
七

名
の
搭
乗
員
を
必
要
と
し
た
が
、
こ
の
機
体
は
三
座
の
艦
上

攻
撃
機
や
水
上
偵
察
機
と
同
じ
く
、
操
縦
員
、
偵
察
員
、
電

信
員
の
三
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

偵
察
員
は
、
機
首
の
偵
察
員
席
に
座
る
の
が
、
艦
攻
や
水す

い

偵て
い

と
異
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　

偵
察
員
席
は
、
半
球
型
の
風ふ

う

防ぼ
う

ガ
ラ
ス
に
守
ら
れ
て
い
る
。

視
界
は
、
艦
攻
の
偵
察
員
席
よ
り
遥は

る

か
に
広
い
。
と
も
す
れ

ば
、
空
中
に
た
だ
一
人
、
放
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
孤こ

独ど
く

感
を

覚
え
る
。

　

今
は
夜
で
あ
り
、
視
界
に
入
る
も
の
は
無
数
の
星ほ

し

々ぼ
し

だ
け

だ
。

　

月げ
つ

齢れ
い

は
二
三
だ
が
、
月
の
出
は
二
三
時
四
〇
分
頃
で
あ
り
、

ま
だ
二
時
間
ほ
ど
の
間
が
あ
っ
た
。

「
高
度
〇マ

ル

一ヒ
ト

（
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
下
げ
ま
す
」

　

中
井
の
報
告
と
共
に
、
銀
河
の
機
首
が
大
き
く
下
が
っ
た
。

　

夜
の
海
面
に
、
光
は
全
く
な
い
。
闇や

み

の
直た

だ

中な
か

に
飛
び
込
ん

で
ゆ
く
よ
う
だ
。
操
縦
を
部
下
に
委ゆ

だ

ね
て
い
る
身
に
は
、
特

に
恐
怖
感
が
つ
の
る
。

　

だ
が
、
中
井
の
技ぎ

量り
ょ
うは
確
か
だ
っ
た
。

　

一
式
陸
攻
に
比
べ
て
速
度
性
能
が
高
く
、
運
動
性
に
も
癖く

せ

が
あ
る
銀
河
の
機
体
を
難な

ん

な
く
操あ

や
つり
、
高
度
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
で
水
平
飛
行
に
戻
し
た
。

「
後
続
機
、
ど
う
か
？
」

「
全
機
、
我
に
続
行
中
」

　

電
信
員
の
井い

の

上う
え

由ゆ

紀き

雄お

一
等
飛
行
兵
曹
が
、
吉
沢
の
問
い

に
返
答
し
た
。
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吉
沢
は
、
航
法
の
チ
ャ
ー
ト
に
現
在
ま
で
の
飛
行
経
路
を

追
記
し
た
。

　

高
度
を
下
げ
る
過
程
で
一
五
浬
を
飛
ん
だ
た
め
、
現
在
の

位
置
は
、
目
標
―
ト
ラ
ッ
ク
環か

ん

礁し
ょ
う

春は
る

島し
ま

の
北
西
八
五
浬
。

　

速
度
計
は
一
六
〇
ノ
ッ
ト
（
時
速
約
三
〇
〇
キ
ロ
）
を
指

し
て
い
る
。

　

三
〇
分
ほ
ど
で
、
目
標
に
到
達
で
き
る
は
ず
だ
。

「
ト
ラ
ッ
ク
を
爆
撃
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
」

　

吉
沢
は
、
慨が

い

嘆た
ん

し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
環
礁
は
、
日
本
本
土
以
外
で
は
最
大
の
規
模
を

持
つ
艦
隊
泊は

く

地ち

で
あ
り
、
中
部
太
平
洋
に
お
け
る
最
重
要
拠

点
だ
っ
た
が
、
去
る
昭
和
一
九
年
九
月
四
日
に
陥か

ん

落ら
く

し
、
米

太
平
洋
艦
隊
の
前
進
基
地
と
な
っ
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
環
礁
各
島
の
飛
行
場
に
は
、
グ
ラ
マ
ン
Ｆ
６

Ｆ
〝
ヘ
ル
キ
ャ
ッ
ト
〞
や
カ
ー
チ
ス
Ｓ
Ｂ
２
Ｃ
〝
ヘ
ル
ダ
イ

バ
ー
〞
と
い
っ
た
海
軍
機
だ
け
で
は
な
く
、
四
発
重
爆
撃

機
の
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞、

コ
ン
ソ
リ
デ
ー
テ
ッ
ド
Ｂ
24
〝
リ
ベ
レ
ー
タ
ー
〞
ま
で
も
が

進
出
し
て
い
る
こ
と
が
、
航
空
偵
察
に
よ
り
判
明
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
、
四
発
重
爆
撃
機
に
よ
る
マ
リ
ア
ナ
諸し

ょ

島と
う

へ
の
大

規
模
爆
撃
が
始
ま
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

大だ
い

本ほ
ん

営え
い

は
、
米
軍
の
侵し

ん

攻こ
う

を
ト
ラ
ッ
ク
で
食
い
止
め
る
た

め
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
守
り
を
固
め
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
陥
落
の
前
、
敵
機
動
部
隊
の
攻
撃
を
受
け
た
サ

イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
、
グ
ア
ム
各
島
の
飛
行
場
を
復ふ

っ

旧き
ゅ
う
す

る
と
共
に
、
基
地
航
空
部
隊
の
切き

り
札ふ

だ

と
も
い
う
べ
き
第
一

航
空
艦
隊
、
略
称
「
一
航
艦
」
を
進
出
さ
せ
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
の
敵
飛
行
場
を
叩た

た

き
、
敵
重
爆
を
撃
破
し
て
、

マ
リ
ア
ナ
へ
の
空
襲
を
防
ぐ
の
だ
。

　

と
は
い
え
、
昼
間
の
強
襲
は
難
し
い
。

　

マ
リ
ア
ナ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
は
、
最
南
端
の
グ
ア
ム
島

か
ら
で
も
五
五
〇
浬
の
距
離
が
あ
る
。
零
戦
を
護ご

衛え
い

に
付
け

て
も
、
ト
ラ
ッ
ク
上
空
に
留と

ど

ま
れ
る
時
間
は
少
な
い
。

　

ま
た
、
Ｆ
６
Ｆ
の
性
能
が
零
戦
を
凌

り
ょ
う

駕が

し
て
い
る
こ
と

は
、
ラ
バ
ウ
ル
を
巡め

ぐ

る
航
空
戦
や
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
、
ト
ラ

ッ
ク
空
襲
な
ど
か
ら
、
既
に
判
明
し
て
い
る
。
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零
戦
が
Ｆ
６
Ｆ
か
ら
陸
攻
、
陸
爆
を
守
る
の
は
、
至し

難な
ん

と

言
っ
て
い
い
。

　

こ
の
た
め
夜
間
攻
撃
が
選
ば
れ
、
こ
の
日
―
九
月
一
一

日
は
、
第
五
二
二
航
空
隊
の
銀
河
二
八
機
が
、
サ
イ
パ
ン
島

の
ア
ス
リ
ー
ト
飛
行
場
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
に
向
け
て
飛
び
立
っ

た
の
だ
っ
た
。

　

銀
河
は
、「
水
平
爆
撃
、
雷
撃
、
急
降
下
爆
撃
の
全
て
が

可
能
で
あ
り
、
か
つ
戦
闘
機
に
匹ひ

っ

敵て
き

す
る
速
度
性
能
を
持
つ

双
発
爆
撃
機
」
と
し
て
開
発
が
始
ま
っ
た
が
、
戦
時
と
あ
っ

て
開
発
が
急
が
れ
た
た
め
、「
急
降
下
爆
撃
」
が
要
求
項
目

か
ら
外
さ
れ
た
。

　

エ
ン
ジ
ン
は
中な

か

島じ
ま

飛ひ

行こ
う

機き

の
「
誉ほ

ま
れ」
二
一
型
が
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、「
誉
」
は
整
備
が
難
し
く
、
稼か

働ど
う

率
の
低
下
が

懸け

念ね
ん

さ
れ
た
た
め
、
使
用
実
績
が
あ
る
三み

つ

菱び
し

「
火か

星せ
い

」
二
五

型
に
変
更
さ
れ
た
。

　

結
果
、「
一
式
陸
攻
よ
り
も
高
速
で
稼
働
率
も
高
く
、
搭

乗
員
三
名
で
運
用
で
き
る
中
型
爆
撃
機
」
と
し
て
、
前
線
部

隊
か
ら
好
評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
の
だ
。

　

そ
の
機
体
が
、
ト
ラ
ッ
ク
を
襲お

そ

お
う
と
し
て
い
る
。

「
外
地
に
お
け
る
帝
国
海
軍
最
大
の
艦
隊
泊
地
」
だ
っ
た
場

所
が
、
攻
撃
目
標
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
見
る
に
つ

け
、
戦
況
の
逼ひ

っ

迫ぱ
く

を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
目
標
ま
で
二
〇
浬
。
二
小
隊
に
『
前
ヘ
』
と
送
信
」

　

吉
沢
は
ト
ラ
ッ
ク
と
の
距
離
を
伝
え
る
と
共
に
、
後
続
機

に
信
号
を
送
る
よ
う
命
じ
た
。

　

第
二
小
隊
の
銀
河
四
機
は
、
吊

ち
ょ
う

光こ
う

弾だ
ん

を
投
下
す
る
役
割

を
担に

な

っ
て
い
る
。

　

そ
の
光
を
頼
り
に
、
他
の
二
四
機
が
投
弾
す
る
の
だ
。

　

細ほ
そ

川か
わ

正し
ょ
う

一い
ち

中
尉
が
指
揮
す
る
第
二
小
隊
の
四
機
が
速
力

を
上
げ
、
攻
撃
隊
の
前
面
に
占せ

ん

位い

す
る
。

　

二
小
隊
よ
り
僅わ

ず

か
に
遅
れ
、
嚮

き
ょ
う

導ど
う

機
を
務
め
る
第
一
小

隊
の
二
番
機
が
、
吉
沢
機
の
前
に
出
る
。

　

機
長
と
偵
察
員
を
兼
任
す
る
樋ひ

口ぐ
ち

八は
ち

郎ろ
う

飛
行
兵
曹
長
は
、

水
平
爆
撃
の
達た

つ

人じ
ん

と
し
て
知
ら
れ
、
特
技
章
も
付
け
て
い
る
。

五
二
二
空
の
み
な
ら
ず
、
上
位
部
隊
で
あ
る
第
六
二
航
空
戦

隊
、
い
や
第
一
航
空
艦
隊
全
体
に
と
っ
て
の
至し

宝ほ
う

と
呼
ぶ
べ
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き
ベ
テ
ラ
ン
だ
。

　

二
小
隊
一
番
機
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
、
オ
ル
ジ
ス
信し

ん

号ご
う

灯と
う

の

光
が
点
滅
し
た
。

「
二
小
隊
よ
り
報
告
。『
前
方
ニ
島し

ま

影か
げ

。
春
島
ト
認
ム
』」

「
全
機
宛
発
信
。『
突
撃
隊
形
作
レ
』」

　

吉
沢
は
、
中
井
に
信
号
の
意
味
を
伝
え
、
次
い
で
井
上
一

飛
曹
に
命
じ
た
。

　

第
二
小
隊
の
四
機
が
吊
光
弾
を
投
下
す
べ
く
、
上
昇
に
転

じ
た
直
後
、
そ
れ
は
起
こ
っ
た
。

　

二
小
隊
の
右
前
方
上
空
に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めき
、
青
白
い
火か

箭せ
ん

が
闇
を
貫つ

ら
ぬい
た
の
だ
。

　

火
箭
が
二
小
隊
長
機
を
捉と

ら

え
る
や
、
空
中
に
火か

焔え
ん

が
湧わ

き

出
し
、
二
小
隊
の
二
、
三
、
四
番
機
を
照
ら
し
出
す
。

　

各
機
が
回
避
行
動
に
移
る
よ
り
早
く
、
新
た
な
火
箭
が
三

機
の
銀
河
に
突
き
刺
さ
る
。

　

二
小
隊
二
番
機
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
撃
ち
抜
か
れ
た
の
か
、

炎
を
引
き
ず
り
な
が
ら
海
面
に
突
っ
込
み
、
三
番
機
は
燃
料

タ
ン
ク
に
被ひ

弾だ
ん

し
た
の
か
、
火
だ
る
ま
に
変
わ
る
。
四
番
機

は
空
中
を
の
た
う
ち
、
海
面
に
突
っ
込
ん
で
姿
を
消
す
。

「
全
機
宛
発
信
！ 

『
散
開
。
個
別
ニ
突
撃
セ
ヨ
』」

　

吉
沢
は
伝で

ん

声せ
い

管か
ん

に
怒ど

鳴な

り
込
む
よ
う
に
し
て
、
井
上
に
命

じ
た
。

　

二
小
隊
を
襲
っ
た
の
は
、
敵
の
夜
間
戦
闘
機
だ
。

　

盟め
い

邦ほ
う

ド
イ
ツ
は
、
米
英
の
夜
間
爆
撃
に
対
抗
す
る
た
め
、

電
波
探た

ん

信し
ん

儀ぎ

を
装
備
し
た
夜
間
戦
闘
機
を
配
備
し
て
お
り
、

米
英
も
ま
た
同
種
の
機
体
を
戦
線
に
投
入
し
た
。

　

こ
の
情
報
は
、
マ
リ
ア
ナ
の
一
航
艦
に
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

　

米
軍
は
欧
州
で
使
用
実
績
の
あ
る
夜
戦
を
、
太
平
洋
に
も

配
備
し
た
の
だ
。

　

吉
沢
機
の
前
方
で
は
、
嚮
導
機
が
高
度
を
下
げ
て
い
る
。

　

中
井
上
飛
曹
が
操そ

う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を
前
方
に
押
し
込
ん
だ
の
だ
ろ

う
、
吉
沢
機
も
降
下
に
入
る
。

　

樋
口
も
、
中
井
も
、
海
面
に
貼
り
付
く
こ
と
で
、
電で

ん

探た
ん

に

よ
る
探
知
を
か
い
く
ぐ
ろ
う
と
い
う
の
だ
。

「
針
路
を
東
に
ず
ら
せ
。
竹た

け

島し
ま

の
飛
行
場
に
投
弾
す
る
！
」
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吉
沢
は
、
中
井
に
指
示
を
送
っ
た
。

　

攻
撃
目
標
は
春
島
の
飛
行
場
だ
が
、
吊
光
弾
が
な
け
れ
ば
、

飛
行
場
は
視
認
で
き
な
い
。

　

か
と
い
っ
て
、
第
二
小
隊
の
四
機
が
全
て
撃
墜
さ
れ
た
以

上
、
吊
光
弾
の
投
下
は
望
め
な
い
。

　

だ
が
、
竹
島
は
小
さ
な
島
を
丸
ご
と
飛
行
場
に
仕
立
て
上

げ
た
よ
う
な
基
地
だ
。
竹
島
に
投
弾
す
れ
ば
、
敵
飛
行
場
に
、

確
実
に
損
害
を
与
え
ら
れ
る
。

　

第
二
小
隊
全
機
を
失
っ
た
今
、
他
の
手
段
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

先
に
降
下
し
た
嚮
導
機
は
、
吉
沢
機
を
先
導
す
る
よ
う
に
、

左
旋
回
を
か
け
て
い
る
。
吉
沢
機
も
、
嚮
導
機
に
続
く
。

「
田た

代し
ろ

機
、
西に

し

山や
ま

機
、
本
機
に
続
行
し
て
来
ま
す
」

　

井
上
が
報
告
を
送
っ
て
来
た
。

　

第
一
小
隊
の
三
、
四
番
機
だ
。
指
揮
官
機
に
遅
れ
ず
、
付

き
従
っ
て
い
る
。

　

他
の
小
隊
の
動
き
は
分
か
ら
な
い
。

　

当と
う

初し
ょ

の
予
定
通
り
、
春
島
の
飛
行
場
に
向
か
っ
た
の
か
。

あ
る
い
は
吉
沢
機
同
様
、
竹
島
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
四
機
の
銀
河
で
爆
撃
を
集
中
し
、

敵
飛
行
場
一
箇
所
を
使
用
不
能
に
陥

お
と
し
いれ
る
こ
と
は
不
可
能

だ
。

　

各
機
が
思
い
思
い
の
場
所
に
投
弾
し
、
多
少
な
り
と
も
敵

に
打
撃
を
与
え
る
以
外
に
な
い
。

　

高
度
一
〇
〇
で
飛
ん
で
い
る
と
き
に
は
、
ほ
と
ん
ど
視
認

で
き
な
か
っ
た
海
面
が
間ま

近ぢ
か

に
見
え
る
。
手
を
伸
ば
せ
ば
、

届
き
そ
う
な
ほ
ど
の
近
距
離
だ
。

　

中
井
は
、
海
面
に
接
触
す
る
寸す

ん

前ぜ
ん

ま
で
高
度
を
下
げ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
僅
か
な
操
縦
桿
の
操
作
ミ
ス
が
、
死
に
直
結

す
る
高
度
だ
が
、
不
思
議
と
恐
怖
は
感
じ
な
い
。

　

海
面
に
衝
突
す
る
危
険
は
あ
っ
て
も
、
闇
の
中
か
ら
不ふ

意い

打う

ち
を
食
ら
う
危
険
は
な
い
、
と
の
安
心
感
が
あ
る
た
め
か
。

　

右
前
方
に
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
春
島
の
稜

り
ょ
う

線せ
ん

が
見
え
る
。

　

米
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
侵
攻
に
際
し
て
は
、
真ま

っ
先さ

き

に
爆
撃
を

受
け
た
島
だ
。

　

そ
の
春
島
に
あ
っ
た
飛
行
場
も
、
今
は
米
軍
の
航
空
基
地
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と
し
て
整
備
さ
れ
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
脅お

び
やか

し
て
い
る
。

　

右
前
方
に
、
新
た
な
島
影
が
見
え
始
め
る
。

　

第
四
艦
隊
が
司
令
部
を
置
い
て
い
た
夏な

つ

島し
ま

だ
。
ト
ラ
ッ
ク

を
巡
る
地
上
戦
闘
で
は
最
大
の
激
戦
地
で
あ
り
、
司
令
長
官

小こ

林ば
や
し

仁ま
さ
し

中
将
以
下
の
司
令
部
幕ば

く

僚り
ょ
う
も
、
全
員
が
戦
死
し

た
と
い
う
。

（
仇か

た
きは
討う

ち
ま
す
。
必
ず
！
）

　

胸
の
内
か
ら
、
そ
の
言
葉
を
夏
島
に
投
げ
か
け
、
吉
沢
は

正
面
を
見み

据す

え
た
。

　

目
指
す
竹
島
は
、
夏
島
の
南
東
に
位
置
し
て
い
る
。
目
標

ま
で
は
、
指し

呼こ

の
間か

ん

と
言
っ
て
い
い
。

「
小
さ
な
島
に
作
ら
れ
た
、
大
き
な
飛
行
場
」
に
投
弾
す
る

瞬
間
を
、
吉
沢
は
思
い
描
い
て
い
た
が
―
。

「
…
…
！
」

　

吉
沢
の
口
か
ら
、
声
に
な
ら
な
い
叫さ

け

び
が
噴
出
し
た
。

　

機
体
の
右
方
―
夏
島
の
東
岸
付
近
か
ら
、
全
く
唐と

う

突と
つ

に
、

何
条
も
の
光こ

う

芒ぼ
う

が
延
び
た
の
だ
。

　

吉
沢
機
と
、
前
を
ゆ
く
樋
口
飛
曹
長
の
嚮
導
機
が
、
照
ら

し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

ほ
と
ん
ど
間
を
置
か
ず
に
、
横よ

こ

殴な
ぐ

り
の
火
箭
が
殺さ

っ

到と
う

し
て

来
た
。

　

樋
口
機
が
、
右
主
翼
か
ら
火
を
噴
く
。

　

片
方
の
推
進
力
を
失
っ
た
上
、
炎
を
噴
き
出
し
た
樋
口
機

は
、
大
き
く
右
に
旋
回
し
な
が
ら
海
面
に
突
っ
込
み
、
炎
と

共
に
飛し

ぶ
き沫
を
上
げ
る
。

　

五
二
二
空
に
と
っ
て
、
い
や
海
軍
航
空
隊
に
と
っ
て
、
何

よ
り
も
貴
重
な
ベ
テ
ラ
ン
は
、
乗
機
と
共
に
ト
ラ
ッ
ク
の

礁し
ょ
う

湖こ

に
激
突
し
、
散さ

ん

華げ

し
た
の
だ
。

「
田
代
機
、
西
山
機
被
弾
！
」

　

電
信
員
席
の
井
上
が
、
伝
声
管
を
通
じ
て
悲
報
を
届
け
る
。

　

吉
沢
が
率ひ

き

い
る
第
一
小
隊
は
、
瞬ま

た
たく

間
に
一
機
だ
け
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
く
そ
っ
た
れ
！
」

　

吉
沢
は
、
罵ば

声せ
い

を
放
っ
た
。

　

夏
島
の
影
に
隠
れ
て
い
た
敵
艦
が
、
第
一
小
隊
の
横よ

こ

合あ

い

か
ら
、
対
空
砲
火
を
浴
び
せ
て
来
た
の
だ
。
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ト
ラ
ッ
ク
が
陥
落
す
る
前
、
帝
国
海
軍
は
、
夏
島
の
東
側

を
小
型
艦
艇
用
の
錨

び
ょ
う

地ち

と
し
て
使
用
し
て
来
た
。

　

米
軍
も
か
つ
て
の
主あ

る
じに
倣な

ら

い
、
夏
島
に
駆く

逐ち
く

艦か
ん

以
下
の
艦

艇
を
多
数
停て

い

泊は
く

さ
せ
て
い
た
の
だ
。

　

そ
れ
ら
が
、
竹
島
に
向
か
う
銀
河
に
対
空
砲
火
を
放
っ
た

の
だ
。

　

操
縦
員
席
の
中
井
は
、
回
避
運
動
を
始
め
て
い
る
。

　

機
体
が
右
に
、
左
に
と
不
規
則
に
旋
回
し
、
敵
弾
と
光
芒

を
回
避
し
て
い
る
。

　

右
方
か
ら
噴
き
延
び
る
火
箭
が
、
風
防
ガ
ラ
ス
の
真
上
や

真
下
、
あ
る
い
は
正
面
を
通
過
し
、
機
体
の
左
方
へ
と
抜
け

て
ゆ
く
。

　

衝
撃
が
襲
い
、
銀
河
の
機
体
が
大
地
震
の
よ
う
に
揺
れ
た
。

「
右
主
翼
に
被
弾
！ 

井
上
が
や
ら
れ
ま
し
た
！
」

　

伝
声
管
か
ら
、
中
井
の
絶ぜ

っ

叫き
ょ
うが
飛
び
出
し
た
。

　

脱
出
も
、
サ
イ
パ
ン
へ
の
帰
還
も
不
可
能
と
な
っ
た
こ
と

を
、
吉
沢
は
悟さ

と

っ
た
。

　

こ
こ
に
至
っ
て
は
、
や
る
べ
き
こ
と
は
一
つ
し
か
な
い
。

「
突
っ
込
め
、
中
井
！
」

「
了
解
！
」

　

命
令
を
予よ

期き

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
覚か

く

悟ご

を
決
め
た
よ
う

な
中
井
の
返
答
が
届
い
た
。

　

銀
河
が
右
に
傾か

た
むき
、
水
平
旋
回
を
か
け
る
。

　

光
芒
が
正
面
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
、、
眩ま

ば
ゆい
光
が
偵
察
員
席

に
満
ち
る
。

　

そ
の
光
に
導み

ち
びか
れ
る
よ
う
に
し
て
、
銀
河
は
敵
艦
へ
と
突

進
す
る
。

　

吉
沢
は
、
機
首
に
装
備
し
て
い
る
二
〇
ミ
リ
旋
回
機
銃
を

正
面
に
向
け
、
引
き
金
を
引
い
た
。

　

両
腕
の
中
で
銃

じ
ゅ
う

把は

が
躍お

ど

り
、
視
界
が
上
下
に
ぶ
れ
る
。

　

吉
沢
は
銃
把
を
放
さ
ず
、
引
き
金
を
引
く
指
も
緩ゆ

る

め
な
い
。

　

機
銃
を
撃
ち
続
け
て
い
る
間
は
生
き
て
い
ら
れ
る
、
と
い

う
気
が
し
た
。

　

光
芒
の
向
こ
う
に
、
敵
艦
の
姿
が
見
え
る
。
ク
ラ
ス
名
は

不
明
だ
が
、
駆
逐
艦
の
よ
う
だ
。

　

目
標
が
凄す

さ

ま
じ
い
勢
い
で
拡
大
し
、
視
野
一
杯
に
広
が
る
。
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吉
沢
は
、
な
お
二
〇
ミ
リ
機
銃
を
撃
ち
続
け
た
。

　

機
体
が
激
突
す
る
寸
前
に
は
、
全
て
の
銃
弾
を
撃
ち
尽
く

し
て
い
た
が
、
吉
沢
の
右
手
の
人
差
し
指
は
、
最
後
の
瞬
間

ま
で
引
き
金
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。

２

「
ト
ラ
ッ
ク
は
、
完
全
に
米
軍
の
基
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
な
」

「
遺い

憾か
ん

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
」

　

深ふ
か

々ぶ
か

と
た
め
息
を
つ
い
た
海
軍
大
臣
山や

ま

本も
と

五い

十そ

六ろ
く

大
将
に
、

戦
時
中
三
代
目
の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
に
親し

ん

補ぽ

さ
れ
た
小お

沢ざ
わ

治じ

三さ
ぶ

郎ろ
う

中
将
は
言
っ
た
。

　

こ
の
日

―
昭
和
一
九
年
九
月
一
六
日
、
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
うで
連
合

艦
隊
司
令
長
官
の
親
補
式
が
執と

り
行
わ
れ
た
。

　

小
沢
は
親
補
式
の
終
了
後
、
霞

か
す
み

ヶが

関せ
き

の
海
軍
省
を
回
り
、

山
本
海か

い

相し
ょ
う
に
挨あ

い

拶さ
つ

す
る
と
共
に
、
去
る
九
月
一
一
日
に
実

施
し
た
ト
ラ
ッ
ク
攻
撃
の
結
果
を
報
告
し
た
の
だ
。

　

マ
リ
ア
ナ
の
第
一
航
空
艦
隊
は
ト
ラ
ッ
ク
の
敵
飛
行
場
に

対
し
、
五
二
二
空
に
よ
る
夜
間
長
距
離
攻
撃
を
試
み
た
が
、

同
部
隊
は
夜
間
戦
闘
機
や
対
空
砲
火
の
迎げ

い

撃げ
き

を
受
け
、
戦
果

ら
し
い
戦
果
は
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

「
ト
ラ
ッ
ク
環
礁
は
、
完
全
に
日
本
の
手
か
ら
失
わ
れ
た
。

の
み
な
ら
ず
、
前
線
基
地
の
建
設
を
妨
害
す
る
こ
と
も
困
難

と
な
っ
て
い
る
」

　

そ
れ
が
、
こ
の
敗は

い

報ほ
う

か
ら
は
っ
き
り
言
え
る
こ
と
だ
。

　

帝
国
海
軍
が
、
国
防
の
要か

な
めと
考
え
て
来
た
中
部
太
平
洋
最

大
の
要よ

う

地ち

は
、
今
や
日
本
を
脅
か
す
凶ま

が

々ま
が

し
い
存
在
へ
と
変へ

ん

貌ぼ
う

し
つ
つ
あ
る
の
だ
っ
た
。

「
連Ｇ

Ｆ

合
艦
隊
長
官
か
ら
の
退
任
に
当
た
り
、
古こ

賀が

（
古
賀
峯み
ね

一い
ち

大
将
。
先
代
の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
）が
言
っ
て
い
た
。『
自

分
は
つ
く
づ
く
、
己お

の
れ
の
分ぶ

と
い
う
も
の
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
』
と
」

　

山
本
は
言
っ
た
。

「
古
賀
は
、
軍
令
系
統
の
職
を
歴
任
し
て
来
た
男
だ
。
経
歴
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と
序
列
だ
け
を
見
れ
ば
、
確
か
に
Ｇ
Ｆ
長
官
に
相ふ

さ
わ応
し
く
見

え
る
。
だ
が
、
如い

か
ん何
せ
ん
実
戦
経
験
が
乏と

ぼ

し
い
。
戦
時
の
Ｇ

Ｆ
長
官
に
は
実
戦
を
経
験
し
た
者
、
特
に
米
軍
の
恐
ろ
し
さ

を
肌は

だ

で
知
っ
て
い
る
者
こ
そ
が
誰
よ
り
も
相
応
し
い
。
古
賀

は
そ
う
言
っ
て
、
貴
官
を
後こ

う

任に
ん

に
推す

い

挙き
ょ

し
た
の
だ
」

「
貴
官
は
実
戦
を
経
験
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
帝
国
海

軍
の
中
で
も
、
知ち

恵え

者し
ゃ

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
」

　

同
席
し
て
い
る
軍ぐ

ん

令れ
い

部ぶ

総
長
の
吉よ

し

田だ

善ぜ
ん

吾ご

大
将
が
微び

笑し
ょ
う

し
た
。
山
本
と
は
江え

田た

島じ
ま

の
同
期
生
で
あ
り
、
互
い
に
「
俺
、

貴
様
」
で
話
す
仲
だ
。

「
私
も
山
本
も
、
諸も

ろ

手て

を
挙
げ
て
賛
成
し
た
よ
。
今
の
時
期
、

貴
官
以
外
に
Ｇ
Ｆ
を
委
ね
ら
れ
る
者
は
い
な
い
、
と
」

「
恐
れ
入
り
ま
す
」

　

小
沢
は
頭
を
下
げ
た
。

「
米
軍
の
恐
ろ
し
さ
を
肌
で
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

確
か
に
そ
の
通
り
だ
。

　

小
沢
は
開
戦
直
後
、
南な

ん

遣け
ん

艦
隊
の
司
令
長
官
と
し
て
、
圧

倒
的
多
数
の
米
英
連
合
軍
と
、
海か

い

南な
ん

島と
う

の
沖
で
戦
っ
て
い
る
。

　

ウ
ェ
ー
ク
沖
海
戦
で
も
、
敵
機
動
部
隊
の
先
制
攻
撃
を
受

け
た
こ
と
に
加
え
、
新
鋭
戦せ

ん

艦か
ん

を
含
む
水
上
砲
戦
部
隊
の
待ま

ち
伏ぶ

せ
攻
撃
を
受
け
、
あ
わ
や
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込

ま
れ
た
。

　

先
の
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
で
は
、
多
数
の
新
鋭
空く

う

母ぼ

を
揃そ

ろ

え

た
米
機
動
部
隊
と
正
面
か
ら
対
決
し
、
そ
の
実
力
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
。

　

小
沢
ほ
ど
窮

き
ゅ
う

地ち

に
追
い
込
ま
れ
た
経
験
を
持
つ
指
揮
官

は
、
稀ま

れ

で
あ
ろ
う
。

　

今
後
は
連
合
艦
隊
司
令
長
官
と
し
て
、
そ
の
経
験
を
活
か

す
こ
と
に
な
る
。

「
Ｇ
Ｆ
長
官
と
し
て
、
要
望
は
あ
る
か
ね
？ 

人じ
ん

事じ

に
関
し

て
は
、
で
き
る
限
り
希
望
を
容い

れ
る
つ
も
り
だ
が
」

　

力
の
こ
も
っ
た
口く

調ち
ょ
う
で
言
っ
た
山
本
に
、
小
沢
は
遠え

ん

慮り
ょ

な
く
言
っ
た
。

「
参
謀
長
は
、
加か

来く

少
将
（
加
来
止と
め

男お

少
将
。
第
三
艦
隊
参
謀

長
）
を
希
望
し
ま
す
。
先
の
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
は
、
複
数
の

機
動
部
隊
を
同
時
に
運
用
す
る
と
い
う
難
し
い
戦い

く
さで
し
た
が
、
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加
来
は
よ
く
補ほ

佐さ

し
て
く
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｆ
の
参
謀
長
も
、

立
派
に
務
め
ら
れ
ま
す
」

「
い
い
だ
ろ
う
。
艦
隊
の
指
揮
官
は
ど
う
だ
？
」

「
機
動
部
隊
の
長
官
に
、
山や

ま

口ぐ
ち

多た

聞も
ん

を
任に

ん

じ
て
い
た
だ
け
ま

す
か
？
」

　

小
沢
は
、
考
え
て
い
た
こ
と
を
口
に
し
た
。

　

山
口
多
聞
中
将
は
、
開
戦
時
の
第
二
航
空
戦
隊
司
令
官
だ
。

　

航
空
界
に
は
少
将
任
官
後
に
転
じ
た
が
、
知
識
の
習
得
は

早
く
、
第
二
航
空
戦
隊
の
搭
乗
員
を
、
機
動
部
隊
で
も
一
、

二
を
争
う
技
量
に
鍛き

た

え
上
げ
た
。

　

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
で
は
第
二
部
隊
の
指
揮
官
と
し
て
、
四

隻
の
正
規
空
母
を
率
い
、
敵
空
母
六
隻
の
撃
沈
に
貢こ

う

献け
ん

し
た
。

　

第
二
部
隊
の
旗き

艦か
ん

「
翔

し
ょ
う

鶴か
く

」
は
、
敵
機
の
猛
攻
を
受
け

て
沈
没
し
た
が
、
山
口
は
幕
僚
共
々
他
艦
に
移
乗
し
、
生
還

し
て
い
る
。

　

勇ゆ
う

敢か
ん

さ
と
粘
り
強
さ
を
併
せ
持
つ
、
得え

難が
た

い
指
揮
官
だ
。

　

古
賀
峯
一
に
連
合
艦
隊
司
令
長
官
へ
の
就

し
ゅ
う

任に
ん

を
打
診
さ

れ
た
と
き
か
ら
、
小
沢
が
考
え
て
い
た
人
事
だ
っ
た
。

「
山
口
が
有
能
な
指
揮
官
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
若
す

ぎ
な
い
か
ね
？
」

　

懸
念
を
表
明
し
た
吉
田
に
、
小
沢
は
笑
っ
て
答
え
た
。

「
私
の
Ｇ
Ｆ
長
官
就
任
の
方
が
、
遥
か
に
若
す
ぎ
ま
す
。
山

口
は
中
将
に
昇
進
し
て
一
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
か
ら
、

長
官
就
任
の
条
件
は
満
た
し
て
い
ま
す
」

「
防
御
重
視
の
戦
略
を
採と

る
の
で
あ
れ
ば
、
山
口
は
不
適
当

で
は
な
い
か
？ 

勇
敢
さ
が
災わ

ざ
わい
し
、
兵
力
の
損そ

ん

耗も
う

を
招
く

か
も
し
れ
ぬ
」

「
山
口
は
柔
軟
な
思
考
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
作
戦
目
的
を

入
念
に
説
明
す
れ
ば
、
猪ち

ょ

突と
つ

猛も
う

進し
ん

は
し
な
い
と
考
え
ま
す
。

何
よ
り
も
、
彼
の
粘
り
強
さ
に
私
は
期
待
し
て
お
り
ま
す
」

「
山
口
の
こ
と
は
、
私
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。
二
度
に
亘わ

た

る

米
国
滞
在
の
経
験
を
持
ち
、
敵
を
知
る
男
だ
。
山
口
に
機
動

部
隊
を
任
せ
て
み
よ
う
」

　

山
本
の
一
言
に
、
小
沢
は
深
々
と
頭
を
下
げ
た
。

「
感
謝
い
た
し
ま
す
」

「
山
口
が
有
能
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
機
動
部
隊
の
現
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有
兵
力
で
、
米
艦
隊
に
対
抗
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
」

　

吉
田
が
顔
を
曇く

も

ら
せ
た
。

　

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
で
対た

い

峙じ

し
た
日
米
の
空
母
は
、
日
本
側

が
一
三
隻
、
米
側
が
一
四
隻
だ
。

　

同
海
戦
で
、
日
本
軍
は
空
母
六
隻
撃
沈
、
二
隻
撃
破
の
戦

果
を
上
げ
た
が
、
正
規
空
母
の
「
赤あ

か

城ぎ

」「
加か

賀が

」「
翔
鶴
」、

商
船
改
装
の
中
型
空
母
「
隼

じ
ゅ
ん

鷹よ
う

」
を
失
い
、
正
規
空
母
の

「
大た

い

鳳ほ
う

」「
瑞ず

い

鶴か
く

」「
蒼そ

う

龍り
ゅ
う」
が
損
傷
し
た
。

　

搭
載
機
数
が
多
い
「
赤
城
」「
加
賀
」「
翔
鶴
」
の
喪そ

う

失し
つ

は
、

大
き
な
痛い

た

手で

だ
。
残
存
空
母
九
隻
中
、
正
規
空
母
は
四
隻
だ

け
で
あ
り
、
他
の
五
隻
は
中
小
型
艦
な
の
だ
。

　

敵
に
も
か
な
り
の
損
害
を
与
え
た
も
の
の
、
米
軍
の
回
復

力
は
、
日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。

　

次
の
戦
い
で
は
、
差
は
更さ

ら

に
開
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

「
現
状
で
は
、
勝
利
は
お
ろ
か
、
五ご

分ぶ

の
戦
い
も
望
め
ぬ
と

考
え
て
お
り
ま
す
」

　

小
沢
は
、
少
し
考
え
て
か
ら
答
え
た
。

　

も
う
少
し
控
え
め
な
表
現
に
す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
こ

こ
は
現
実
を
直
視
す
べ
き
だ
と
思
い
直
し
た
の
だ
。

　

吉
田
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
不
快
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た

が
、
小
沢
は
構
わ
ず
に
続
け
た
。

「
機
動
部
隊
戦
の
勝
敗
を
左
右
す
る
の
は
、
空
母
の
数
よ
り

も
搭
載
機
数
で
す
。
米
軍
の
正
規
空
母
と
比
較
し
た
場
合
、

搭
載
機
数
で
対
抗
し
得
る
の
は
『
瑞
鶴
』
の
み
で
あ
り
、『
大

鳳
』『
蒼
龍
』『
飛ひ

龍り
ゅ
う
』
は
五
割
乃な

い

至し

六
割
、
他
の
五
隻
は

半
分
以
下
で
す
。
こ
の
状
態
で
正
面
か
ら
戦
っ
て
も
、
勝
算

は
あ
り
ま
せ
ん
」

「『
雲う

ん

龍り
ゅ
う』
と
『
天あ

ま

城ぎ

』
を
編
入
し
て
も
駄
目
か
ね
？
」

　

吉
田
が
質
問
を
重
ね
た
。

「
雲
龍
」「
天
城
」
は
、
戦
時
下
の
量
産
を
図は

か

っ
た
中
型
空

母
雲
龍
型
の
一
、
二
番
艦
で
、
こ
の
八
月
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
て
い
る
。

艦
上
機
の
運
用
能
力
は
「
飛
龍
」
と
同
等
だ
、

　

こ
の
二
艦
が
加
わ
れ
ば
、
空
母
は
一
一
隻
と
な
り
、
機
動

部
隊
の
戦
力
は
大
幅
に
強
化
さ
れ
る
。

「
雲
龍
型
の
搭
載
機
数
は
、『
赤
城
』
や
『
加
賀
』
に
及
び

ま
せ
ん
。
ま
た
、
空
母
の
数
よ
り
も
、
熟
練
し
た
搭
乗
員
の
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ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




